
 

景気ウォッチャー調査 調査趣旨・内容説明資料 

１．景気ウォッチャー調査とは 

景気ウォッチャー調査は、内閣府が実施する統計法に基づく一般統計調査です。地域の景気に関連の深い動きを

観察できる立場にある方々(景気ウォッチャー)の協力を得て、地域ごとの景気動向を的確かつ迅速に把握し、景気動

向判断の基礎資料とすることを目的としています。 

 

【調査の特徴】 

✓ 平成 12 年 1 月から毎月実施している歴史ある調査 

✓ 現在、全国 12 地域・2,050 名の方々が景気ウォッチャーとなっています。 

※今回、新たに約 950 名の方を募集し、約 3,000 名の方々で調査を実施する予定です。 

✓ 月例経済報告など政府の景気動向判断の基礎資料に活用 

✓ 回答は月 1 回・所要時間約 5 分と負担が少ない 

 

２．調査結果はどのように活用されるのか 

景気ウォッチャー調査の結果は、DI と呼ばれる指数に集計され、以下のような重要な政府資料に活用されるととも

に、結果公表のたびに各種メディアにも「街角景気」として取り上げられています。 

 

【主な活用例】 

● 月 例 経 済 報 告 ( 内 閣 府 ) 政府の経済見通しの基礎資料として活用 

● 地 域 課 題 分 析 レ ポ ー ト ( 内 閣 府 ) 各地域の景況感の概観に活用 

● 各 種 経 済 白 書 ・ 報 告 書 中小企業白書や日銀の展望レポートなどの経済分析基礎データとして引用 

 

DI(Diffusion Index:景気動向指数)とは 

回答者の 5 段階評価（「良くなっている」から「悪くなっている」まで）にそれぞれ点数を付し、各回答の割

合に応じて加重平均することで算出した指数です。50 を上回ると景気の現状や先行きに対して明るいと

感じている人が多く、50 を下回ると暗いと感じている人が多いことを示します。 

 

  



３．調査実施機関 

株式会社 東京商工リサーチは、内閣府発注｢景気ウォッチャー調査｣の受注者である｢三菱 UFJ リサーチ＆コ

ンサルティング株式会社｣より、新たに「景気ウォッチャー調査」にご協力いただける方を募集する業務を委託されて

おります。 

 
 

 

「景気ウォッチャー調査」の「取りまとめ調査機関」である三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社は、全

国の調査地域ごとの調査を「地域別調査機関」に委託しており、「取りまとめ調査機関」にて地域ごとの調査結果

を集計・分析しています。 

■「景気ウォッチャー調査」取りまとめ調査機関 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング 株式会社 

■「景気ウォッチャー調査」地域別調査機関 

地域 調査機関名 

北海道 株式会社 北海道二十一世紀総合研究所 

東 北 公益財団法人 東北活性化研究センター 

北関東 株式会社 日本経済研究所 

南関東 株式会社 日本経済研究所 

甲信越 株式会社 日本経済研究所 

東 海 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング 株式会社 

北 陸 一般財団法人 北陸経済研究所 

近 畿 りそな総合研究所 株式会社 

中 国 公益財団法人 中国地域創造研究センター 

四 国 四国経済連合会 

九 州 公益財団法人 九州経済調査協会 

沖 縄 一般財団法人 南西地域産業活性化センター 

 

※景気ウォッチャー調査にご協力いただける方には、各地域（ご自身が勤務されている地域）の調査機関から、

後日改めて、景気ウォッチャー就任及び調査に関するご連絡をさせていただくこととなります。また、連絡させてい

ただいた結果、調査にご参加いただけない場合もございます。あらかじめご承知おきください。 



４．調査開始までの流れ 

【STEP 1】企業様からのご紹介 

貴社から東京商工リサーチへ「景気ウォッチャー調査 新規景気ウォッチャーご紹介票」をご返送又は WEB でご回答

ください。なお、ご紹介に当たっては、必ず事前にご本人の了承を得ていただくよう、お願い致します。 
 

【STEP 2】情報の振り分け 

東京商工リサーチから委託元である三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（取りまとめ調査機関）に納品、内閣府

へ報告した後、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングから各地域の調査機関へ情報を提供させていただきます。 
 

【STEP 3】個人への連絡・説明 

各地域の調査機関からご本人へ調査内容を説明し、ご協力を依頼させていただきます。 
 

【STEP 4】同意取得 

ご本人が調査内容に同意された場合、景気ウォッチャー候補として登録いただきます。 

業種のバランス等の関係上、ご紹介頂いても最終的にご就任頂けない可能性もあります。 
 

【STEP 5】調査開始 

 令和 8 年 10 月(予定)からの調査にご協力いただきます。 

 

５．実際の調査内容 

毎月 25 日から月末にかけて、以下の項目についてご回答いただきます。Web サイト、または電話で回答できます。

月 1 回、所要時間約 5 分で完了します。 
 
【調査項目】 

項目 1 
景気の現状に対する判断（水準） 

→「良い」「やや良い」「どちらとも言えない」「やや悪い」「悪い」の 5 段階から選択 

項目 2 

3 か月前と比べた景気の動向（方向性） 

→「良くなっている」「やや良くなっている」「変わらない」「やや悪くなっている」「悪くなっている」 

の 5 段階から選択 

項目 3 判断の理由 →項目 2 で選択した理由をカテゴリーから選ぶ 

項目 4 
項目 3 に関する追加説明及び具体的状況の説明 →自由回答 

（例:「客単価が前年比で 5%上昇している」など） 

項目 5 
景気の先行き（2～3 か月先）に対する判断（方向性）  

→項目 1 及び 2 と同様に 5 段階から選択 

項目 6 
判断の理由 →項目５で選択した理由の説明→自由回答 

（例:「今後物価の高騰が続く見込みのため」など） 

  



６．よくある質問（Ｑ＆Ａ） 

Ｑ１．景気ウォッチャーになると何か報酬はありますか? 
A. 景気ウォッチャーになり、毎月の調査にご回答いただいた方には、謝礼として図書カード（1,000 円）をお渡

しさせていただきます。 
 
Ｑ２．どのくらいの期間、景気ウォッチャーを続ける必要がありますか? 
A. 特に期間の定めはありませんが、⾧期間ご協力いただくことで時系列的な変化を把握でき、より有意義なデー

タとなります。ご事情により継続が難しい場合は、事前にご連絡いただければ対応いたします。 
 
Ｑ３．個人情報はどのように保護されますか? 
A. 本調査は統計法（平成 19 年法律第 53 号）に基づく一般統計調査であり、調査票情報は統計作成の

目的以外には使用されません。調査に携わる者には守秘義務が課されており、個人や所属企業が特定され
るような形で情報が公表されることは一切ありません。 

 
Ｑ４．回答を忘れてしまった場合はどうなりますか? 
A. やむを得ず回答できない月があっても問題ありません。可能な範囲でご協力いただければと存じます。 
 
Ｑ５．調査結果はどこで見ることができますか? 
A. 内閣府のウェブサイト（ 以下の 2 次元コードより検索）で、毎月の調査結果が公表されています。 

 
 
 
 
 
 

Ｑ６．会社として回答するのですか、個人として回答するのですか? 
A. 個人としてご回答いただきます。所属企業の公式見解ではなく、ご自身が日々の業務を通じて感じる景気の

状況についてお答えいただくものです。 
 
Ｑ７．景気ウォッチャーとして登録されるまでの流れを教えてください。 
A. 貴社より本紹介票をご返送いただいた後、各地域の調査機関よりご本人に直接ご連絡し、具体的手続きや

調査内容をご説明いたします。ご本人が同意された場合、就任承諾書を提出いただきます。その後、内閣府
から地域機関を通じて委嘱状を送付し、景気ウォッチャーとして登録され、調査対象月（令和８年 10 月を
予定）からご参加いただけます。なお、地域の景気ウォッチャー数の状況によっては、ご登録いただけない場合
もございますので、あらかじめご了承ください。 

 

景気ウォッチャー調査へのご協力をお願いします 
皆様の「現場の声」が、地域経済の現状把握につながります。  

ぜひご協力をお願いいたします。 

【お問い合わせ先】 
株式会社東京商工リサーチ 市場調査部 

内閣府「景気ウォッチャー調査」新規景気ウォッチャー募集事業 事務局 
〒100-6810 東京都千代田区大手町 1-3-1 JA ビル 

TEL: 03-6910-3198 Email : sys-survey03@tsr-net.co.jp 


